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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 ボランティアなどの社会貢献活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 4人 選考対象 大学院学生を含まない

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2025/7/1(火)～2026/1/31(土) 主な活動予定場所
本郷キャンパス
東大病院隣接のドナルド・マクドナルド・ハウス 東大

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定)
地方活動した場合、
活動終了後に算出

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

なし

なし

https://www.dmhcj.or.jp/

参加する

医学部付属病院に隣接する、ドナルド・マクドナルド・ハウス 東大を利用する患者家族を支援する活動に参加し
体験をする。全国のマクドナルドハウスを運営する財団事務局での活動説明を通じて、企業を含む一般社会が
医療環境を応援する活動を実感してもらう。

ドナルド・マクドナルド・ハウスは"Home away from Home"我が家のようにくつろげる第二の家をコンセプトに1974
年にフィラデルフィアに誕生して以来、世界45の国と地域に約390カ所のハウスが開設され、病気の子どもを持つ
家族をサポートしている。国内では公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパンによっ
て、社会からの寄附を基金として運営を行っている。
本プログラムでは、東大ハウスのボランティア体験を通じて小児難病患者を抱える家族の生活の様子を肌で感じ
てもらい、また財団事務局からの活動説明を通じて企業と社会とのボランティアが支援する枠組みを経験する。
①東大ハウスでの業務体験：事務ワークを通じて患者家族と交流する中で、ハウスや医療支援についての理解
を深める。
またハウスキーピングをボランティアと一緒に行いハウス内の環境を整える。活動に慣れてきたらナイトボラン
ティアとして夜間の活動も可能。また、募金活動や広報活動に参加する。
②ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパンでの活動説明を通じて、全国的に行っている病児のた
めの支援活動の全体像を理解し、企業や社会がどのように病気の子どもへの支援に関わっているのかを経験す
る。
※希望者は、応募前にハウス内の見学が可能である。見学希望者は、電話にて事前予約が必要

なし

なし

外部募金活動時の交通費実費

なし

A01

病気のお子様のご家族が滞在される施設でのボランティア活動

ドナルド・マクドナルド・ハウス 東大

現地活動のみ

ハウスやハウス利用者への理解を深めようとする意識がある方

なし
https://www.dmhcj.or.jp/

